
文殊院

本堂
所在地 奈良県桜井市阿部645
位置 北緯34度30分13.0秒

東経135度50分30.7秒
山号 安倍山
宗派 華厳宗
本尊 文殊菩薩
創建年 大化元年（645年）
開基 安倍倉梯麻呂
別称 安倍文殊院
札所等 大和ぼけ封じ霊場

大和十三仏霊場第3番
大和七福八宝めぐり（弁財天）
神仏霊場巡拝の道第34番
大和北部八十八ヶ所霊場第82番

文化財 木造騎獅文殊菩薩及脇侍像（国宝）
白山堂本殿（重要文化財）
文殊院西古墳（特別史跡）

公式HP 安倍文殊院 
(https://www.abemonjuin.or.jp/)

法人番号 9150005004064 
(https://www.houjin-
bangou.nta.go.jp/henkorireki-
johoto.html?
selHouzinNo=9150005004064)

安倍文殊院

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

安倍文殊院（あべもんじゅいん）は、奈良県

桜井市にある華厳宗の寺院。山号は安倍山。

本尊は文殊菩薩。開基は安倍倉梯麻呂（あべ

のくらはしまろ）とされる。切戸文殊（京都

府）・亀岡文殊（山形県）とともに日本三文

殊に数えられる。宗教法人名は文殊院。
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文化財
国宝
重要文化財
県指定有形文化財
市指定有形文化財
特別史跡

電子マネーによる決済
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外部リンク

大化の改新の時に左大臣として登用された安

倍倉梯麻呂が大化元年（645年）に孝徳天皇
の勅願もあって安倍氏の氏寺として安倍山崇

敬寺（安倍寺）を建立したのが始まりであ

る。

座標: 北緯34度30分13.0秒 東経135度50分30.7秒
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創建当時の寺地は現在の文殊院の西南300
メートルほどのところにあったが、平安時代

末期に多武峰の妙楽寺（現、談山神社）の僧

兵に焼き討ちされ、全焼する。

旧寺地（桜井市安倍木材団地1丁目）は「安倍
寺跡」として国の史跡に指定され、史跡公園

として整備されている。発掘調査の結果、安

倍寺は東（右）に金堂、西（左）に塔が建つ

法隆寺式伽藍配置をもっていたことがわか

り、出土した古瓦の様式年代からも創建が7世
紀にさかのぼる寺院跡であると見られる。

『東大寺要録』巻6には、東大寺の末寺の1つ
である「崇敬寺」が安倍倉梯麻呂の建立であ

ることと、「崇敬寺」の別名が「安倍寺」で

あったことが記載されている。

鎌倉時代になると拠点を現在地にあった崇敬寺智足院の別院・満願寺に移して再興がな

された。その際、安倍寺が東大寺の末寺であったこともあり、東大寺の復興に尽力した

重源上人の縁で仏師快慶の手によって本尊の文殊菩薩像が作られている。それにより満

願寺は別名を文殊堂ともいわれ、塔頭寺院も28坊あり大和十五大寺の一つとして隆盛を
誇った。

しかし、永禄6年（1563年）に松永久秀の軍勢に焼かれてしまい、本尊を始め幾つかの
仏像は焼け残ったが建物はほぼ全焼し、衰微してしまう。

寛文5年（1665年）、元安倍寺満願寺の本堂・文殊堂が再建され復興される。

明治になり、当寺は廃仏毀釈をくぐりぬけ、名称も文殊院というようになっていった

が、かつて敵対していた多武峰の妙楽寺は廃寺とされ、新たに談山神社となった。その

際、不要となった妙楽寺の本尊・釈迦三尊像はくしくも当寺が引き受けることとなり、

現在も保存されている。

当院では陰陽師・安倍晴明が陰陽道の修行をしたともいわれ、2004年（平成16年）に
は晴明堂が200年ぶりに再建されている。2010年（平成22年）には、安倍氏と関わりが
あるとされる安倍晋三が「第90代内閣総理大臣 安倍晋三」名義で石燈籠を寄進してい

る。

毎年9月にはコスモス畑を迷路にして遊べるようになっている[1]。

◾ 表山門

◾ 鐘楼

◾ 本堂－寛文5年（1665年）に元安倍寺満願寺の本堂として建立された建物で、快慶
作の木造騎獅文殊菩薩及び脇侍像が安置されている。

境内
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◾ 釈迦堂－本堂に付属して建てられている。元は多武峰
妙楽寺の本尊であった釈迦三尊像が安置されている。

◾ 本坊－安土桃山時代に建立。

◾ 金閣浮御堂（仲麻呂堂）－1985年（昭和60年）に建
立された文殊池の中に建つ金色の六角堂で、安倍仲麻
呂像、安倍晴明像などを祀る。

◾ 不動堂　

◾ 白山堂本殿（重要文化財）－室町時代後期に建
立された流造柿葺の建物で、祭神の菊理媛神は
縁結びの神として知られる。当院の鎮守であ
る。

◾ 稲荷神社－安倍晴明の母親とされる白狐の信太
森葛葉稲荷を祀る。江戸時代までは西古墳の上
に建てられていた。

◾ 晴明堂－2004年（平成16年）、安倍晴明千回忌
を迎えるにあたり200年ぶりに再建された。

◾ 文殊院西古墳（特別史跡）－本堂近くにある7世
紀中頃の古墳で、豪族安倍（阿倍）氏一族の墓であることはほぼ確実視され、安倍
倉梯麻呂の墓であるともいわれる。古墳の原状は不明だが、径25メートルほどの円
墳[2]であったと見られる。横穴式石室[3]が露出しており、切石造石室の代表的なも
のとされている。

◾ 文殊院東古墳－7世紀前半に築造されたといわれる古墳で、古来から閼伽井窟（あか
いくつ）と呼ばれ、信仰の対象とされてきた。

木造騎獅文殊菩薩及び脇侍像 4躯[4]（附 仏頂尊勝陀羅尼・文殊真言・文殊種子1巻、木造最
勝老人立像1躯）

鎌倉時代を代表する仏師快慶の作で「知恵の文殊」として親しまれている。獅子上の蓮
華座に左脚を踏み下げて坐す、総高約7メートル（獅子と光背含む）の文殊菩薩像に4
体の脇侍像が随侍する文殊五尊像である。
文殊五尊像の脇侍は、通常、善財童子、優填王（うでんおう）、最勝老人、仏陀波利三
蔵と呼ばれるが、文殊院では「最勝老人」にあたる像を「維摩居士」、仏陀波利三蔵に
あたる像を「須菩提」と称している。最勝老人像は慶長12年（1607年）に南都大仏師
宗印による補作である。文殊像の頭部内面に銘記があり、建仁3年（1203年）10月8日
の日付と、仏師である「巧匠アン阿弥陀仏」（快慶のこと、「アン」は梵字）および結
縁者である「南無阿弥陀仏」（俊乗坊重源）ら50余名の名が記される。同じ建仁3年の

白山堂本殿

文殊院西古墳（特別史跡）

文化財

国宝
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11月30日には、南都東大寺にていわゆる東大寺総供養（後鳥羽上皇の行幸を得ての、
東大寺の復興完成の行事）が行われている。また、快慶はこの年の7月24日から10月3
日まで、東大寺南大門の金剛力士像（仁王）造立に大仏師として携わっており、文殊院
文殊五尊像の造立はこれとほぼ同時期に行われていたことになる。文殊院の前身である
崇敬寺は東大寺の末寺であり、この文殊五尊像も東大寺総供養に間に合うように造立が
急がれたものとみられる。なお、後補の最勝老人（維摩居士）像を除く3躯の脇侍像
は、作風からみて、文殊像よりやや制作年代が下るものとみられる。かつて文殊像の像
内に納入されていた巻子（仏頂尊勝陀羅尼・文殊真言・文殊種子を記す）には承久2年
（1220年）の記があり、脇侍像を含めた造立はこの頃まで続いていたようである。な
お、文殊像の台座の獅子は後補である。2013年（平成25年）6月19日付で国宝に指定
された（最勝老人像は附指定）[5][6]。

◾ 造立願文一巻－鎌倉時代

◾ 白山堂本殿

◾ 本坊

◾ 本堂

◾ 釈迦三尊像－元は多武峰妙楽寺の本尊

◾ 大日如来像－元は安倍寺の本尊

◾ 文殊院西古墳

2007年（平成19年）4月、全国の神社仏閣では初めて電子マネーのEdy、iD、PiTaPa及
びQUICPayを導入した。

拝観料、絵馬奉納、お守り、祈祷料などの支払いを、本堂に設置された読み取り端末

に、電子マネーのICカードや携帯電話（おサイフケータイ）をかざすことで現金を使わ
ず行うことができる。

2010年（平成22年）3月13日よりICOCA（Suica・TOICAでも）、銀聯も利用可能と

重要文化財

県指定有形文化財

市指定有形文化財

特別史跡

電子マネーによる決済
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なった。

◾ JR桜井線・近鉄大阪線 桜井駅 より奈良交通バスで「安倍文殊院」下車

または駅から徒歩25分

駐車場300台分有り（有料500円）

1. ^ 安倍文殊院 コスモス 
(http://www.kasugano.com/kankou/autumn/abenomonjyuin.html)

2. ^ 墳丘の東斜面が当初のままとすると方墳の可能性が出てくる。また、境内に散在
する花崗岩が、墳丘を保護した外護列石とすると多角形（八角形）墳説も生まれて
くる。（泉森皎「文殊院西古墳」文化庁文化財保護部史跡研究会監修『図説 日本の
史跡 第3巻 原始3』同朋舎出版 1991年 30ページ） 

3. ^ 全長12.48メートル、玄室の長さ5.09メートル、羨道の長さ7.385メートル、玄
室現存の高さ2.77メートル、羨道現存の高さ1.97メートル（泉森(1991)前掲書） 

4. ^ この「4躯」は文殊菩薩像と脇侍のうち3躯を合わせての員数である。脇侍のうち
最勝老人像は江戸時代の補作で、「附」指定となっているため、前述の4躯に含まれ
ていない。 

5. ^ 平成25年文部科学省告示第103号 
6. ^ 文化庁文化財部「新指定の文化財」『月刊文化財』597号、第一法規、2013、

pp.4 - 5 

◾ 安倍文殊院 | なら旅ネット (http://yamatoji.nara-
kankou.or.jp/01shaji/02tera/03east_area/abemonjuin/)

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=安倍文殊院&oldid=75324167」から取得

最終更新 2019年12月11日 (水) 17:22 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。

テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用され
る場合があります。詳細は利用規約を参照してください。
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